
奈良県の出生の状況について

（出典：厚生労働省「人口動態調査」）

・出生の状況

○ 全国的に見ても戦後から現在まで、都道府県順位が大きく変動する事例は少なく、長期的に固定化される傾向があり、奈良県は戦後約70年間40番台前半で推移してい
る。過去に例外的に改善したのは、高度成長期の昭和40年代のみ。

◇奈良県　合計特殊出生率順位　暦年推移
西暦 1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

元号 Ｓ25 Ｓ30 Ｓ35 Ｓ40 Ｓ45 Ｓ50 Ｓ55 Ｓ60 H２ H７ H12 H17 H22 H27

奈良県順位 42位 40位 42位 32位 25位 43位 41位 41位 41位 41位 41位 43位 44位 41位

奈良県出生率 3.08 2.05 1.87 2.09 2.08 1.85 1.70 1.69 1.49 1.36 1.30 1.19 1.29 1.38

全国出生率 3.65 2.37 2.00 2.14 2.13 1.91 1.75 1.76 1.54 1.42 1.36 1.26 1.39 1.45

参考資料１

○ R1年の奈良県の合計特殊出生率は1.31で全国平均の1.36を下回り、全国39位の状況
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・第1次ベビーブーム
（1947～49年）
（昭和22～24年）

・最高の出生数
23,989人(S22)

・ひのえうま
1966年（昭和41)年
10,014人

・第2次ベビーブーム
（1971～74年）
（昭和46～49年）
19,659人(S48年)

・1.57ショック
1989（平成元）年
合計特殊出生率(県)1.49

・最新2019（令和元)年

出生数 8,323人
合計特殊出生率 1.31  


